
小６国- 1

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
の

―
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

４
か
ら
６
ま
で
の
文
の

―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

全
員
が
す
ぐ
に
承
知
し
た
。

２

道
路
の
標
識
を
見
る
。

３

友
人
を
家
に
招
く
。

４

ビ
ョ
ウ
イ
ン
に
行
く
。

５

シ
ャ
ワ
ー
を
ア
び
る
。

６

料
理
を
の
せ
た
サ
ラ
を
運
ぶ
。

次
の
一
と
二
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

一

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
の
主
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
ア
か
ら
エ
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

ア

ぼ
く
の

イ

妹
の

ウ

誕

生

日
は
、

エ

五
月
二
日
だ
。

た
ん
じ
ょ
う

び

２

ア

降
っ
て
い
た

イ

雨
が
、

ウ

急
に

エ

や
ん
だ
。

３

ア

北
海
道
産
の

イ

新
せ
ん
な

ウ

野
菜
は
、

エ

お
い
し
い
。

1２

組

番

氏
名

前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）
国
語

小
六

著
作
権
の
関
係
上
、
一
部
の
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



小６国- 2

二

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
は
、
下
の
【
文
の
型
】
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
ど
の
型
に
当
た
り
ま
す
か
。
適
切
な
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
文
の
型
】

１

私

は
、
国
語
の
学
習
で
感
想
文
を
書
い
た
。

わ
た
し

２

頂

上

か
ら
見
え
る
景
色
は
、
す
ば
ら
し
い
。

ち
よ
う
じ
よ
う

３

日
本
で
一
番
高
い
山
は
、
富
士
山
だ
。

ふ

じ

さ
ん

ア

「
何
は
（
が
）
」
～
「
何
だ
」

イ

「
何
は
（
が
）
」
～
「
ど
う
し
た
」

ウ

「
何
は
（
が
）
」
～
「
ど
ん
な
だ
」



平
成
三
十
年
度
「
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）

小

学

校

第

六

学

年

国

語

解

答

用

紙

１

１

２

３

（
く
）

４

５

（
び
る
）

６

２

一

１

２

３

二

１

２

３

〈

こ

こ

か

ら

左

に

は

解

答

を

書

い

て

は

い

け

ま

せ

ん

〉

学
校
名

組
出
席
番
号

氏
名

／１２問
中



１
■
正
答

１

し
ょ
う
ち

２

ひ
ょ
う
し
き

３

ま
ね
（
く
）

４

病
院

５

浴
（
び
る
）

６

皿

２
■
正
答

一

１

ウ

２

イ

３

ウ

二

１

イ

２

ウ

３

ア

■
考
え
方

一

１
の
文
は
「
何
は
（
が
）
～
何
だ
」
と
い
う
型
の
文
で
す
。
「
何
は
」
に
当
た
る
言
葉
が

主
語
に
な
り
ま
す
の
で
、
「
誕
生
日
は
」
が
正
答
に
な
り
ま
す
。
２
の
文
は
「
何
が
（
は
）

～
ど
う
し
た
」
と
い
う
型
の
文
で
す
。「
何
が
」
に
当
た
る
言
葉
が
主
語
に
な
り
ま
す
の
で
、

「
雨
が
」
が
正
答
に
な
り
ま
す
。
３
の
文
は
「
何
は
（
が
）
～
ど
ん
な
だ
」
と
い
う
型
の
文

で
す
。
「
何
は
」
に
当
た
る
言
葉
が
主
語
に
な
り
ま
す
の
で
、
「
野
菜
は
」
が
正
答
に
な
り

ま
す
。

平
成
三
十
年
度

ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

答
え
と
確
か
め

組

番

氏
名

前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）
国
語

小
六

【
児
童
用
】



小６算- 1

次の計算をしましょう。

（１） ６.７９－０.８

（２） ６＋０.５×２

（３） ２÷５（わりきれるまで計算して、商を小数で書きましょう。）

（４） １８÷０.９

（５） ３
１
－ １

５
２ ６

（６）
４ ÷ ８
５

１

前年度サポート問題（第１回）

〔算数〕小６ 組 番 氏名



小６算- 2

÷０.８の商の大きさについて考えます。 には０でない数が入ります。

下の １ から ３ までの中から、正しいものを１つ選んで、その番号を書きま

しょう。

１ ÷０.８の商は、 より大きくなる。

２ ÷０.８の商は、 より小さくなる。

３ ÷０.８の商は、 と同じになる。

５００㎏の１２０％の重さは です。

に当てはまるものを、下の １ から ３ までの中から１つ選んで、そ

の番号を答えましょう。

１ ５００㎏より軽い

２ ５００㎏より重い

３ ５００㎏と同じ

たか子さんはおつかいに行き、せんざいを買います。家で使っているせんざ
いが、２０％増量して売られていました。増量後のせんざいの量は４８０ｍＬ
です。増量前のせんざいの量は何ｍＬですか。求める式と答えを書きましょう。

２

３

２０％増量

４



小６算- 3

右のような円柱があります。この円柱の展開図を、下の
てんかい ず

ように側面を長方形にしてかきました。

辺アエの長さを求める式を書きましょう。ただし、円周

率は３.１４とします。

※計算の答えを書く必要はありません。

アの角の大きさは何度ですか。答えを書きましょう。

５

６



小６算- 4

平行四辺形ＡＢＣＤをかきます。

下の図のように、最初に、角Ｂが６０°になるように辺ＡＢと辺ＢＣをかき

ました。そして、三角 定 規を使って点Ａを通る直線と点Ｃを通る直線をかき
さんかくじよう ぎ

ました。

上の図の三角定規を使ったかき方は、下の平行四辺形の特ちょうの中の、ど
の特ちょうをもとにしていますか。
下の平行四辺形の特ちょうの ア、イ、ウ の中から１つ選んでその記号を書

きましょう。

平行四辺形の特ちょう

平行四辺形は、

ア 向かい合った２組の辺がそれぞれ平行である。

イ 向かい合った２組の角の大きさがそれぞれ等しい。

ウ 向かい合った２組の辺の長さがそれぞれ等しい。

７



小６算- 5

次の問題に答えましょう。

（１）右の三角形アイウの面積の求め方

を考えます。

辺イウを底辺とするとき、三角形

アイウの高さはどこになりますか。

右の １から ５までの中から１つ選ん

で、その番号を書きましょう。

（２）図の台形の面積を求める式として正しいものを、下の １ から ４ までの
中からすべて選んで、その番号を書きましょう。

１ （３＋８）×４÷２

２ （５＋３）×４÷２

３ ８×４÷２＋３×５÷２

４ ８×４÷２＋３×４÷２

次の立体の体積を求めましょう。

８

９



小６算- 6

あきらさんは、学校の水の使用量について調べるため、事務室で次の資料を
もらいました。
学校で１か月に使う水の使用量は、平均何ｍ

３

か求めましょう。

学校の水の使用量

月 ４･５月 ６･７月 ８･９月 10･11月 12･１月 ２･３月 １年間

使用量（ｍ
３

） ５５０ １５００ ９５０ ９００ ８２０ ８００ ５５２０

※「４･５月」は、「４月と５月の合計」を表しています。

音楽の時間に、けい子さんとまさるさんが一緒に打楽器でリズムの練習をし
ていました。
けい子さんは、カスタネットで下の６小節のリズムを何回かくり返します。
まさるさんは、タンブリンで下の４小節のリズムを何回かくり返します。
けい子さんの６小節目とまさるさんの４小節目は、同じリズムです。これを

アのリズムとします。

けい子さんとまさるさんは、同時に演奏を始めました。
すると、１２小節目に２人のアのリズムが重なりました。
２人のアのリズムが重なる１２小節目の「１２」は、どのような数ですか。

言葉と「４」と「６」の数を使って書きましょう。

10

11

アのリズム

アのリズム



平成30年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

小学校第６学年

算数 解答（児童用）
かい

１
(1) (2) (3)

(4) (5) (6)

２

３

４
式 答え

学校名 組 出席番号 氏 名

／18問中

１

４８０÷１.２

５.９９ ７ ０.４

１
２ ５
３ ３

１
１０２０

２

４００ｍＬ

小数のたし算、ひき算は、位を
そろえて計算します。

帯分数のまま計算できない場合は、
仮分数に直して計算します。

×や÷は、＋や－より先に計算
します。

分数を整数でわる計算は、
分子はそのままにして、分母
にその整数をかけます。小数でわるわり算では、１より

小さい数でわると、商はわられる
数より大きくなります。

（比べられる量）＝（もとにする量）×（割合）です。
１２０％を小数で表すと１.２なので、計算すると、
５００×１.２＝６００ となり、もとにする量より大きくなります。

右の図のように、増量前のせんざいの量の１.２倍が
４８０ｍＬになります。
□×１.２＝４８０なので、□＝４８０÷１.２で計

算することができます。

６．７９

－０．８

６＋０.５×２

先に計算します。

１ ５ ７ 11
３―－１―＝―－―
２ ６ ２ ６

21 11
＝―－―
６ ６

10
＝―
６

５
＝―
３

２
＝１―

３

５

３

４ ４
―÷８＝
５ ５×８

４
＝
５×８

１
＝
１０

１

２



５

６

７

８
(1) (2)

９

10

11

２１０度

ア

５ １ 、４

２２２ｃｍ３

４６０ｍ３

（ 例 ）

１ ２ は 、 ４ と ６ の 最小公倍数です 。

６×３.１４

図のように、円柱の展開図の辺アエの長さは、
底面の円周の長さと等しくなります。
（円周の長さ）＝（円の直径）×（円周率）な

ので、 ６×３.１４で求めることができます。

○ （上底＋下底）×高さ÷２の台形の面積の公式を用いて面積を求めます。
○ 対角線を引いて、（三角形の面積）＋（三角形の面積）と考えて台形の面積を求めます。

○ 横にほ助線を引き、上下に立体を分けて考えると、
３×１２×５＋３×（１２－５）×２＝２２２

○ たてにほ助線を引き、左右に立体を分けて考えると、
３×５×５＋３×（１２－５）×（２＋５）＝２２２

○ 欠けている部分を全体から引くと、
３×１２×（２＋５）－３×５×２＝２２２

１年は１２か月なので、１か月の平均を求める時は全体を
１２でわります。１年間の水の使用量は５５２０㎥なので、
５５２０÷１２＝４６０となります。

問題文が複雑な時は、問題文の内容を図や表に表してみると分かりやすくなります。
アのリズムとなるのは、６小節のリズムでは、６小節目、１２小節目・・・、
４小節のリズムでは、４小節目、８小節目、１２小節目・・・です。
この「６、１２、・・・」は６の倍数、「４、８、１２、・・・」は４の倍数です。
それぞれのアのリズムが重なるのは、図のように１２小節目で、これは６と４の共通な

倍数の中で１番小さい倍数なので、最小公倍数といいます。

下の①、②の２通りの考え方で求めることができます。
①は、１８０°と３０°を合わせた角度と考え、
１８０＋３０＝２１０
②は、３６０°から１５０°ひいた角度と考え、
３６０－１５０＝２１０
と求めます。

６小節のリズム ア ア …
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

４小節のリズム ア ア ア …

長

さ

が

等

し

い

① ②

１８０＋３０＝２１０ ３６０－１５０＝２１０


